
ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

Ϡ
Ϛ
τ
ӡ
༌
ؠ
ख
ओ
؅
ࢧ
ళ
ͱ

แ
ׅ
త
࿈
ܞ
ڠ
ఆ
Λ
క
݁
͢
Δ

松野小学校創立140周年を祝う

秋の叙勲 受章おめでとうございます

旭日双光章（畜産業振興功労）
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元県鶏卵販売農業協同組合
代表理事組合長

＝高宮＝　80歳
　工藤一雄さんは、昭和51年
４月に県鶏卵販売農業協同組
合代表理事組合長に就任。計
12年組合長を務めました。在
任中は、鶏卵の需要と供給の
均衡を図り、価格安定のため
に多岐にわたって尽力されま
した。
　工藤さんは「努力と意気込
みがあれば、農業は成長産業。
若い人にもぜひ頑張ってほし
い」と、声援を送りました。

瑞宝単光章（消防功労）
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元松尾村消防団副団長

＝寄木新田＝　78歳
　髙橋美義さんは、昭和34年
４月に旧松尾村消防団に入
団。同団の分団長を務めたほ
か、平成３年４月からは副団
長を務め、平成７年７月の退
団までの約36年間、旧松尾村
の消防活動に尽力されました。
　髙橋さんは「受章でき、大変
光栄なことだ。消防団員とし
て活動してきて、本当によ
かったと思う」と、笑みを浮か
べました。

瑞宝単光章（消防功労）
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元市消防団副団長

＝上関＝　69歳
　小野寺千誠さんは、昭和49
年１月に旧西根町消防団に入
団。同団の本部長や市制施行
後の市消防団本部長などを歴
任し、平成21年９月から市消
防団副団長を務められ、26年
３月まで、市消防団の強化な
どに尽力されました。
　小野寺さんは「地域は自ら
で守る精神を受け継ぎ、今後
の世代にも頑張ってほしい」
と、期待を寄せました。

　
市
は
11
月
16
日
、
ヤ
マ
ト
運

輸
株
式
会
社
岩
手
主
管
支
店

（
北
上
市
、富
田
芳
正
主
管
支
店

長
）と
包
括
的
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
同
主
管
支
店
で

は
、
県
内
自
治
体
と
災
害
時
に

お
け
る
物
資
の
緊
急
輸
送
や
拠

点
運
営
な
ど
に
関
す
る
協
定
は

結
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
、
本

市
と
結
ん
だ
包
括
的
連
携
協
定

は
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

　
調
印
式
は
、
市
役
所
で
行
わ

れ
、
田
村
正
彦
市
長
と
富
田
主

管
支
店
長
が
協
定
書
に
調
印
。

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
協
定
の
連
携
事
項
は
❶
文
化

観
光
情
報
・
振
興
に
関
す
る
こ

と
❷
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
の

支
援
に
関
す
る
こ
と
❸
子
ど
も

お
よ
び
青
少
年
育
成
に
関
す
る

こ
と
❹
災
害
支
援
に
関
す
る
こ

と
❺
観
光
資
源
保
全
に
関
す
る

こ
と
❻
そ
の
他
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
・
地
域
社
会
の
活
性
化

に
関
す
る
こ
と
︱
の

６
項
目
。
具
体
的
な

活
動
と
し
て
は
、
市

内
の
同
社
運
輸
集
配

所
に
観
光
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
す
る
ほ
か
、

配
送
業
務
中
に
高
齢

者
世
帯
な
ど
で
異
変

を
発
見
し
た
時
に
、

市
へ
連
絡
し
、
早
期

対
応
に
つ
な
げ
る
な

ど
幅
広
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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地熱発電の噴気試験が
八幡平で始まりました
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南
部
俵
づ
み
唄
全
国
大
会
が
11
月
８

日
、
青
森
県
三
戸
町
で
開
か
れ
、
日
戸

楓か

の乃
さ
ん（
平
笠
小
２
年
）が
、
子
ど
も

の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
18
日
、
楓
乃
さ
ん
と
母
親
の
久
美
子

さ
ん
、親
族
の
伊
藤
富
子
さ
ん
が
来
庁
。

田
村
正
彦
市
長
と
遠
藤
健
悦
教
育
長
に

優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。
楓
乃
さ
ん
は

「
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
歌
い
続
け
て
い
き
た
い
」

と
、
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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種
苗
登
録
を
出
願
し
て
い
た
山
菜
の

「
八
幡
平
み
ど
り
」（
ウ
ル
イ
）が
、
９
月

29
日
付
け
で
、
農
林
水
産
省
に
品
種
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
幡
平
み
ど
り
は
、
他
品
種
に
比
べ

❶
柔
ら
か
い
❷
白
い
茎
の
部
分
が
長
い

❸
ほ
と
ん
ど
実
が
な
ら
な
い
︱
こ
と
が

特
徴
で
、八
幡
平
山
菜
栽
培
研
究
会（
遠

藤
光
明
会
長
）が
選
抜
し
た
も
の
で
す
。

同
品
種
を
栽
培
す
る
場
合
、
同
研
究
会

に
入
会
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、同
会
事
務
局
・
菊
池（
八

幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

７
５
・
２
２
３
３
）ま
で
。
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松
野
小
学
校
の
創
立
１
４
０
周
年
記
念
式
典

が
11
月
14
日
、同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
や
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
約
２
０
０
人

が
出
席
。
関
係
者
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
全

児
童
が「
喜
び
の
こ
と
ば
」を
壇
上
で
発
表
し
ま

し
た
。児
童
会
長
の
立
柳
萌め

い依
さ
ん
は「
こ
れ
ま

で
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
よ
い
松
野
小
を

目
指
し
た
い
」と
、
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 ʮتͼͷ͜ͱ͹ʯΛൃද͢Δ
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　岩手地熱㈱の噴気試験が、11月
からアスピーテライン緑ヶ丘ゲー
ト付近で始まりました。
　市内各所から蒸気が立ち上る様
子が見えると思いますが、試験で
すので安心してください。
　同社では、蒸気量などを評価し、
今後、発電設備の建設や試運転の
開始を目指しています。
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